
 
登別・白老（虎杖浜）地域マリンビジョンを改訂しました 

 登別漁港を整備しています！ 

 

             

 

 

                         

「登別海鮮直市」 １０年の歴史に幕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   北海道における全国への水産物供給基地としての役割を、将来に渡り守り育てていくことをコンセプトに策定 

された「北海道マリンビジョン２１」が、昨今の水産業を巡る情勢変化等に対応するため、平成２５年６月に改 

訂されました。 

               これを受け、北海道マリンビジョン２１で示した将来像の実現のため、当地域 

              においても主体的な取り組みを行うことで、水産業を核とした地域振興を目指し 

ていく計画である「登別・白老（虎杖浜）地域マリンビジョン」を、有識者や漁 

業関係者、観光関係者、漁港利用者、まちづくり団体、行政が協議を重ね、平成 

２７年３月に、情勢に即した内容へと改訂しました。 

               改訂内容は、現在実施している衛生管理や鮮度保持の取り組みを更に強化し、 

              ＰＲしていくことでの登別漁港産水産物の付加価値向上を図っていくこと、また、 

              東日本大震災を教訓に、漁業者や地域住民の生命・財産を守るための準備や対策 

【協議会の様子】      に取り組んでいくことなどを柱としています。  

           

 

 

 

   現在、登別漁港は、平成２５年に採択された新たな「特定漁港漁場整備事業計画」に基づき、国直轄での整備 

  が行われています。 

   この事業は平成２５年度から平成３４年度までの１０年を計画期間とし、外郭 

  施設や係留施設、水域施設など、様々な施設の整備を実施していきます。 

   具体的には、老朽化が著しい旧港区側の整備として、耐震性確保や衛生管理強 

化、また、作業環境改善を図るため岸壁や物揚場、航路護岸、漁港内道路の改良 

  を、駐車場等の用地不足解消を図るため人工地盤の整備を実施し、一方、既に供 

用が開始されている新港区側の整備として、越波を防止し、静穏度対策を図ると 

ともに、港内航行船舶や係留船舶の安全を確保するため防波堤の改良や突堤の整 

備、航路・泊地の浚渫等を実施していく予定です。                 【作業中の旧港区】 

   

                              

 

 

登別漁港産水産応援団の拡大と都市交流による地域の活性化を目的に、平成１８年にスタートした登別海鮮直 

  市は、開始から１０年の節目を迎え、一定の成果が得られたことから、１０月２５日（日）の開催をもって全て 

の営業を終了しました。 

   最終日は水産物の販売のほか、登別市が行う 

「エゾシカ肉普及推進事業」とタイアップし、 

ジンギスカン風の味付けをした、登別市内で捕 

獲したシカ肉や、登別漁港で水揚げしたスケト 

ウダラの三平汁を、来場者を対象に無償で振る 

舞うイベントも行い、大変盛況でした。 

 今後の直販体制については、現在、関係機関 

と検討中です。                       【登別海鮮直市 最後の営業】 
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